
 

                          

 
 

慢性閉塞性肺疾患(ＣＯＰＤ)の 

予防・早期発見に関する検討会 

開催要綱 

 

１．目 的 

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）は、さまざまな原因、特に喫煙により肺に慢性炎症

が生じ、これにより肺気腫や慢性気管支炎などの合わさった病像を呈する疾患であり、

患者は全国に約５００万人、年間に死亡者が約１５，０００人いると推計されている。 

この慢性疾患の主な原因が喫煙であることが多く、禁煙等により予防が可能である

ため生活習慣病としての性格が少なからずあり、また、早期に発見、治療することで、

リスクと負担を大幅に軽減することが可能な疾患であることから、今般、その予防・

早期発見に主眼をおいた具体的な対策について、厚生労働省健康局長の下、有識者の

参集を求め、所要の検討を行うことを目的とする。 

 

２．検討事項 

（１）慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の予防方策のあり方について 

（２）慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の早期発見のあり方について 

（３）その他 

 

３．検討会構成員 

別紙のとおり 

 

４．その他 

（１）検討会に座長を置くものとする。 

（２）健康局長は、必要に応じ、その他学識経験者等の参集を求めることができる。 

（３）検討会の庶務は、厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室が行う。 

（４）本要綱に定めるもののほか、その他検討会の運営に関して必要な事項は、検討

会において定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（別紙） 

慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の 

予防・早期発見に関する検討会構成員 

 

相澤 久道   久留米大学医学部 内科学第一講座教授 

今村 聡   （社）日本医師会 常任理事  

桂  歌丸   落語家  

工藤 翔二   財団法人結核予防会 複十字病院院長 

見城 美枝子  青森大学 社会学部 教授 

瀬戸山史郎   鹿児島県民総合保健センター 副理事長 

竹川 幸恵   大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター 

慢性疾患看護専門看護師 

遠山 和子   日本呼吸器疾患患者団体連合会 代表 

中尾 和子   ﾄｰﾀﾙﾌｨｯﾄﾈｽｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（健康大使） 

中村 正和   大阪府立健康科学センター 健康生活推進部長 

                          （五十音順） 

 


